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４月１０日に甲府駅前を本陣に開催された第
４０回信玄公祭り。今年は大和中学校と松里中
学校の生徒４４名と英語指導助師１名の総勢４
５名が武田四郎勝頼隊として初出陣を果たし新
たな歴史を刻みました。駅前から平和通り沿い
を埋め尽くした１０万人を超す大勢の観光客か
らは、勇ましい武者行列と可憐な巫女の舞の姿
に、信玄公や勝頼公らの心が見えたかのように
大きな歓声があがっていました。

信玄公祭りで大和中・松里中生徒が合同で初出陣

勇壮に堂 と々「武田四郎勝頼隊」



甲
州
市
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

こ
の
ま
ち
の
宝
も
の

再
発
見

甲
州
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
幅
広
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
提
案
す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

３
月
27
日
に
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
南
口
周
辺
を
エ

リ
ア
に
開
か
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ち
の
宝
物
　
再
発
見
」
と
題
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
市
内
外
か
ら
約
２

０
０
人
が
参
加
を
し
、
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
学
校
の
授
業
形
式
に
見
立
て
、
１

時
限
目
は
社
会
見
学
・
体
育
と
し
て
ま
ち

歩
き
。
２
時
限
目
は
教
室
で
の
社
会
学
習

と
し
て
基
調
講
演
。
３
時
限
目
は
学
習
の

発
表
会
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
１
時
限
目
。
社
会
見
学
と
し
て

塩
山
南
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
に
Ｊ
Ｒ
塩
山

駅
周
辺
を
６
班
に
分
か
れ
て
散
策
を
し
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
地
域
住
民
が
班

長
に
な
り
案
内
を
し
て
、
参
加
者
は
普
段

の
生
活
で
は
気
づ
か
な
い
魅
力
あ
る
宝
物

に
「
こ
こ
の
川
は
き
れ
い
だ
ね
」「
何
こ
の

大
き
な
蔵
は
！
」
「
え
っ
、

こ
れ
文
化
財
な
の
？
」
と

大
き
な
歓
声
と
笑
顔
で
喜

び
、
そ
の
感
動
を
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
、
ま
た
メ
モ
に

書
き
込
み
ま
し
た
。

授
業
も
昼
時
間
に
な
る

と
楽
し
み
は
給
食
で
す
。

給
食
会
場
は
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅

か
ら
徒
歩
３
分
の
場
所
に

あ
る
於
曽
公
園
。

「まちづくりはみんなの意識で

変わります」と朝礼で話す甲州

市のまちづくり学校の校長先生

（田辺市長）

―

私
た
ち
の
ま
ち
っ
て

―

宝
も
の
に
気
づ
き
、
再
発
見
で
き
る
か
。
街
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

る
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
足
元
の
身
近
な
街
を
意
識
す
る
こ

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
身
近
な
街
に
、
自
慢
の
パ
ン
屋
さ
ん
が
あ
っ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
う
れ
し
く
な
っ
た
り
、
ま
た
自
分
の
「
わ
が

ま
ち
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
、

自
分
の
街
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
そ
の
街
を
好
き
に
な
っ

た
り
す
る
と
、
意
外
と
街
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
人
も
愛
さ
れ
る

と
美
し
く
な
る
の
と
同
じ
で
、
そ
の
街
が
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
周

り
の
人
か
ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
街
は
自
然
に
元
気
に
な

っ
て
き
ま
す
。

―

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
っ
て

―

私
た
ち
の
住
む
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
う
特
性
を
活
か
し
た
土

地
利
用
、
ま
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
地
域
に
住
む
人
。
地

域
を
利
用
す
る
人
の
想
い
」
が
必
要
で
あ
り
、
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
か
ら
広
が
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
む
け
て
、
市
民
と

行
政
の
協
働
と
い
う
大
切
な
連
携
が
、
い
ま
必
要
な
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
５
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
長
と
語
ろ

う
私
た
ち
の
ま
ち
」
を
開
き
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
今
回
は
第
２
弾
と
し
て
実
際
に
ま
ち
を

歩
き
、
み
ん
な
で
将
来
の
ま
ち
並
み
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

～
課
外
授
業
実
施
！
～
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美
味
し
い
給
食
を
終
え
る
と
、
歴
史
文

化
が
今
に
残
る
於
曽
屋
敷
を
見
学
し
な
が

ら
、
街
の
中
心
に
は
大
切
な
宝
物
が
あ
る

こ
と
の
再
確
認
も
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
塩
山
南
小
に
会
場
を
移
し
、

２
時
限
目
の
基
調
講
演
が
始
ま
り
、
山
梨

大
学
大
学
院
准
教
授
の
大
山
勲
さ
ん
が

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
手

段
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
を
大
切
に
し
、
未
来
へ
伝
え
る
こ
と
が

地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
時
限
目
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
と
、
６
班
そ
れ
ぞ
れ

が
ま
ち
歩
き
か
ら
発
見
し
た
地
域
の
宝
物

を
撮
影
し
た
写
真
や
メ
モ
書
き
を
ま
と
め

学
級
新
聞
を
作
り
参
加
者
全
員
に
報
告
を

し
ま
し
た
。

各
班
か
ら
は
「
歴
史
文
化
を
多
く
の
市

民
に
知
っ
て
ほ
し
い
」「
昭
和
の
雰
囲
気
が

残
る
ま
ち
並
み
を
残
し
て
ほ
し
い
」「
川
の

流
れ
、
そ
し
て
川
の
音
を
聞
く
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
」「
甲
州
市
の
新
し
い
観
光
名
所

に
な
る
の
で
は
」
な
ど
、
数
多
く
の
発
表

が
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
一
つ
ひ
と

つ
の
意
見
、
提
言
か
ら
は
、
参
加
者
が
ま

ち
を
想
う
心
と
時
代
の
流
れ
で
開
発
さ
れ

て
い
く
生
活
環
境
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
何
十
年
、
何
百
年
と
生
活
環

境
は
移
り
変
わ
る
が
、
未
来
へ
残
す
宝
物

で
あ
る
ま
ち
並
み
を
大
切
に
す
る
こ
と
も

ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
ひ
と
つ
の
方
向
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

声

昔ながらの建物や景色など
のまち並みは先人が残してく
れた宝物。私たちが後世に引
き継ぐには地域を想う心が大
切ですね。

廣
瀬
か
ほ
る
さ
ん
（
福
生
里
）

橋
爪
　
強
策
さ
ん
（
下
於
曽
）

野
澤
　
和
雄
さ
ん
（
丸
　
林
）

徳
部
広
太
郎
さ
ん
（
甲
府
市
）

藤
野
　
祐
弥
さ
ん
（
甲
府
市
）

地域住民のパワーを感じま
した。住民一人ひとりの声が
新しいまちづくりにつながる
と思いました。

各
班
が
み
つ
け
た
宝
も
の
を
校
長
先
生

（
田
辺
市
長
）
が
認
定

①
塩
中
東
側
の
レ
ト
ロ
調
ま
ち
並
み

②
旧
４
１
１
号
と
往
環
道

③
地
域
の
人
　
④
坂
道
・
畑
道

⑤
川
な
ど
す
べ
て
の
水

⑥
於
曽
公
園
の
も
み
の
木
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今
な
ぜ
地
域
福
祉
か

甲
州
市
で
は
、
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
に
当
た
り
市
民
の
皆
様
の

意
識
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
中
で
、
市
民
相
互
の
関
係

に
つ
い
て
、
近
所
づ
き
あ
い
の
状

況
を
み
る
と
「
何
か
困
っ
た
と
き

に
助
け
合
う
人
が
い
る
」
「
お
互

い
に
訪
問
し
合
う
人
が
い
る
」
と

回
答
し
た
方
が
全
体
の
６
割
弱
あ

り
、
「
会
え
ば
あ
い
さ
つ
を
す
る

程
度
の
人
が
い
る
」
が
１
割
、

「
ほ
と
ん
ど
近
所
と
の
つ
き
あ
い

は
な
い
」
は
わ
ず
か
な
割
合

と
、
結
果
か
ら
は
親
密
で
良

好
な
市
民
関
係
が
保
た
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
も
、
若

者
や
子
ど
も
た
ち
も
、
障
害

の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
誰

も
が
地
域
で
安
心
し
て
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

常
に
顔
の
み
え
る
市
民
相
互

の
関
係
を
深
め
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
地
域
福
祉

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
よ
う
な
市
民
相
互
の
関
係

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
が

地
域
福
祉
で
す
。

社
会
保
障
制
度
に
基
づ

く
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
細
か
な
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
年
齢
や
地
域
の

枠
を
超
え
た
交
流
を
深
め
、
ま
た

相
互
に
助
け
合
う
仕
組
み
を
築
き

上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

地
域
で
の
話
し
合
い

を
お
手
伝
い
し
ま
す

現
在
、
甲
州
市
の
４
人
に
ひ
と

り
が
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、

更
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
既

に
福
祉
は
福
祉
関
係
者
だ
け
で
取

組
め
る
課
題
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

笑顔が行き交う市民相互の環境づくり

地域福祉の必要性

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
地
域
で
育
て
て
い

ま
す
（
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
）
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こ
の
た
め
、
市
で
は
、
今
年
度

か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

の
な
か
、
行
政
や
公
民
館
、
小
学

校
な
ど
で
、
地
域
の
皆
様
に
広
く

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
①
地
域
の

皆
様
の
想
い
を
共
有
し
、
②
地
域

の
状
況
を
観
察
し
、
③
地
域
で
の

取
り
組
み
を
話
し
合
っ
て
共
有
し

て
実
行
し
て
い
く
た
め
、
地
域
で

の
「
安
心
」「
安
全
」「
い
き
い
き
」

「
わ
く
わ
く
」
の
計
画
作
り
を
推

進
す
る
中
で
、
職
員
や
専
門
家
な

ど
が
、
会
議
の
運
営
を
お
手
伝
い

す
る
な
ど
支
援
を
行
い
ま
す
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
や

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
家

族
内
の
扶
養
機
能
の
低
下
や
地
域

で
の
相
互
扶
助
機
能
の
低
下
が
も

た
ら
さ
れ
、
い
じ
め
や
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

、
虐

待
な
ど
新
た
な
問
題
も
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地

域
と
し
て
抱
え
る
生
活
課
題
は
、

一
層
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
高
齢
者
や
障
害

者
、
児
童
（
子
育
て
家
庭
）
と
い

っ
た
福
祉
制
度
の
中
で
個
別
に
対

応
し
て
い
く
だ
け
で
は
、
き
め
細

か
な
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
じ
ら
れ

な
い
現
状
か
ら
「
福
祉
」
の
あ
り

方
を
、
市
民
と
地
域
で
見
つ
め
直

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
行
政
に
お
い
て

も
、
よ
り
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
市
民
同
士
が
相
談

に
乗
っ
た
り
、
助
け
合
う
地
域
の

相
互
扶
助
の
よ
う
に
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
広
げ
、
公
的
な
サ
ー
ビ

ス
で
は
対
応
し
に
く
い
領
域
を
相

互
に
支
援
し
て
い
く
取
り
組
み
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
、
障
害

者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
各
種

施
策
の
展
開
と
と
も
に
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
育
成
や
活
動
内
容

の
充
実
、
ま
た
連
携
を
図
る
た
め

の
「
地
域
福
祉
力
」
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
、
昨
年
に
甲
州
市
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
市
民
だ
れ
も
が

そ
れ
ぞ
れ
自
分
ら
し
く
、
安
心
し

て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
「
地
域
福
祉
力
」
が
高

ま
る
こ
と
に
よ
り
「
地
域
福
祉
」

か
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
。

地域福祉を考えるときの
５つのキーワード

①住民自治組織による地域福祉
市民と行政との協働による地域福祉を実現する

ため、コミュニティ(区や組)における主体的な地

域福祉活動への仕組みづくり。

②日常的な取り組みによる地域福祉
地域では、市民がお互いを信頼し助け合うため

に、基本的な人間関係や近所づきあいを築いてい

くことが大切であり、市民同士の声かけ運動など

を行う。

③社会参加機会の充実による地域福祉
地域のひとり暮らし高齢者や障害のある人、子

育て中の親子など、とかく孤立しやすい人々が社

会参加できる機会の充実。

④世代間交流による地域福祉
高齢者や障害のある人にとっては生きがいづく

りの場として、また、子どもにとっては社会性や

協調性を養う機会として、地域のあらゆる交流事

業の活性化。

高齢者の知恵や技能を生かした交流や地域の伝

統文化・歴史にふれる活動など世代間交流を促

進。

⑤地域行事を通じた住民交流による地域福祉
地域において昔からの行事や新たな地域イベン

トを開催し、地域での市民相互の交流やふれあい

の機会。

106年の地域福祉

菱山地区の敬老会は今

年で１０６年目。住み

よい地域づくりに尽力

された長寿の皆さんに

恩返しをすることが地

域福祉のひとつです。
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甲州市の
子ども達

甲州市では、次世代育成支援対策推進法に基づき、笑顔かがやく子育てに優しい

まちづくりを推進するため、後期行動計画を策定しました。

この計画は、前期行動計画を見直し、今後、平成２２年度から平成２６年度まで

の５年間にかけて、集中的・計画的に次世代育成支援を推進していくものです。ま

た、今回の策定については、住民代表の代表である地域協議会やパブリックコメン

トによる市民の皆様のご意見を参考にさせていただきました。

◆お問合せ先　子育て対策課　児童福祉担当　☎３２‐５０８１

甲州市次世代育成支援地域行動計画
－後期行動計画ー

"笑顔かがやく子育てプラン"を策定しました！

基本理念
次代を担う子どもの健全育成はもとより、
子どもを望むすべての人が安心して子ど
もを産み、育てることができ、そのこと
に喜びを感じるよう「家族ぐるみ」・

「職場ぐるみ」・「地域ぐるみ」で支援す
ること

総合目標
地域ぐるみで子育てできるまち
～笑顔かがやく子育てプラン～
市民総参加で、「すべての次世代を担う子ども
たち」「すべての子育中の家庭」「すべての働
きながら子育てしたい人たち」が安全でかつ
安心して、子どもを産み、育てることのでき
る社会の実現を目指します。

地域づくり
『子育ての新たな支え合いを推進しよう』
○協同の地域づくり
○子育てにやさしい地域の生活空間づくり
○地域における子育て支援サービスの充実
○職業生活と家庭生活との両立の推進

保育
『子育て家庭を支援しよう』
○保育サービスの充実
○児童の健全育成

教育
『子どもの生きる力を伸ばす教育を

充実しよう』
○子どもの生きる力の育成に向けた

学校の教育環境の整備
○家庭や地域の教育力の向上
○子どもを取り巻く有害環境対策の

推進

保健
『親子の健康づくりを推進しよう』
○子どもや母親の健康の確保
○食育の推進　○思春期保健対策
○小児科医療の充実

安全・安心
『安全で安心なまちをつくろう』
○子どもの安全の確保
○子どもを犯罪などの被害から守る

ための活動の推進
○要保護児童への対応などきめ細や

かな取り組みの推進

「子どもを取り巻く５つの分野」
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子ども手当の申請
が始まりました。

４月から「児童手当」にかわり「子ども手当」が始まりました。「子ども手
当」は、次世代の社会を担うお子様の成長を社会全体で支援することを目的に、
子どもを養育している方に手当を支給するものです。この手当を受けるには申
請が必要です。４月１５日に手続きが必要な世帯の世帯主様あてに申請書をお
送りしておりますが、支給要件に該当し、未だ通知が届いていない場合は、子
育て対策課へご連絡をお願いします。
※保護者と支給対象児童が別居している場合、市では把握できませんのでご連
絡ください。また公務員の方は職場での手続きとなります。

◆お問合せ先　子育て対策課　児童福祉担当　☎３２‐５０８１

子どもの

成長を応援

申請手続きが必要な方
①に該当→手当を受けるには額改定請

求書の申請が必要です。
●平成２２年３月まで児童手当の支給を受けており

現在、中学校2・3年生のお子様がいる世帯

②に該当→手当を受けるには新規認定
請求書の申請が必要です。

●所得制限等により、平成21年度において児童手当
の支給を受けていない世帯 

●現在、中学校2・3年生のお子様のみの世帯
※申請書に請求者（保護者）の健康保険証と貯金通

帳の写しを添付
※外国人の方は、外国人登録証と貯金通帳の写しを

添付

申請手続きが不要な方
③に該当→手続きは不要です。子ども

手当にかわります。
平成２２年３月まで児童手当の支給を受けてお

り、現在、中学校1年生以下のお子様のみの世帯
※６月に現況届があります。（通知は６月上旬に送

付を予定）

■受付窓口　子育て対策課
勝沼・大和地域総合局　市民福祉課

◆申請期間　申請手続きが必要な方については、
申請猶予期間として９月３０日（木）までに申
請書を提出すれば手当は４月分から支給されま
す。だだし、子どもが生まれた時は、原則とし
て請求月の翌月分から手当が支給されますので
お早めに申請書を提出してください。

「子ども手当」の手続き確認表

職場での手続きとなります

②手当を受けるには「新規認定
請求書」の提出が必要です

①手当を受けるには「額改定請求書」の提
出が必要です

③「児童手当」から「子ども手
当」にかわりますので申請手
続きは不要です
※６月に現況届があります

中学校３年生（平成７年４月２日以降生まれ）まで
の子どもを養育している主たる生計維持者ですか？

平成22年３月末時点で児童手当を受けてい
ましたか？

平成22年度、中学校２・３年生の子どもを
養育していますか?

はい

はい

はい いいえ

いいえ

いいえ

はい

手当は支給されませんので手続きは不要です公務員の方ですか？

いいえ
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区長会・消防団・結婚相談員
交通安全指導員・食生活改善推進員

よろしくお願いします。

平成２２年度の各種団体の役員および
委員が委嘱、再任されました。（敬称略）

甲
州
市
区
長
会

甲
州
市
消
防
団
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原
）

矢
崎
恵
美
子
（
上
小
田
原
）

澤
登
　
代
六
（
竹
　
森
）

萩
原
ひ
ろ
子
（
竹
　
森
）

三
森
　
靜
子
（
菱
　
山
）

長
田
さ
と
子
（
勝
　
沼
）

渡
邉
　
芳
子
（
下
岩
崎
）

大
間
　
竹
子
（
休
　
息
）

古
屋
　
親
子
（
初
鹿
野
）

福
田
　
金
曠
（
千
　
野
）

横
谷
　
一
夫
（
上
於
曽
）

早
川
　
　
博
（
下
於
曽
）

岡
村
　
　
進
（
上
於
曽
）

荻
原
　
一
重
（
西
広
門
田
）

柏
木
　
一
仁
（
牛
　
奥
）

横
瀬
　
　
力
（
上
粟
生
野
）

新
田
　
是
宣
（
中
萩
原
）

徳
良
　
一
正
（
上
萩
原
）

依
田
　
博
之
（
下
小
田
原
）

雨
宮
　
精
一
（
竹
　
森
）

深
澤
　
正
英
（
福
生
里
）

雨
宮
　
松
夫
（
三
日
市
場
）

青
木
　
信
一
（
上
井
尻
）

古
屋
　
浩
司
（
勝
　
沼
）

西
島
　
浩
哉
（
等
々
力
）

佐
藤
　
洋
樹
（
上
岩
崎
）

堀
田
　
茂
利
（
上
岩
崎
）

大
澤
　
高
男
（
　
山
　
）

佐
藤
　
忠
利
（
小
佐
手
）

内
田
　
　
尚
（
菱
　
山
）

古
屋
　
　
覚
（
菱
　
山
）

佐
藤
　
　
勝
（
日
　
影
）

深
田
　
義
純
（
日
　
影
）

●
今
年
度
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た

皆
さ
ん

吉
田
冨
士
子
（
千
　
野
）

山
内
　
澄
枝
（
上
於
曽
）

平
間
す
み
れ
（
上
於
曽
）

広
瀬
よ
し
子
（
下
塩
後
）

桐
原
　
美
恵
（
下
於
曽
）

矢
澤
　
美
咲
（
下
於
曽
）

網
藏
　
永
子
（
竹
　
森
）

窪
田
　
里
美
（
小
屋
敷
）

久
保
寺
敏
美
（
藤
　
木
）

水
上
　
明
枝
（
中
萩
原
）

田
中
美
寿
子
（
上
粟
生
野
）

矢
崎
　
明
子
（
綿
　
塚
）
　

甲
州
市

交
通
安
全
指
導
員

甲
州
市
結
婚
相
談
員

甲
州
市

食
生
活
改
善
推
進
員

甲州市副市長
佐藤繁則氏が就任

甲州市議会３月定例会で甲州市の副

市長に佐藤繁則氏が市議会の同意を受

け、４月１日から就任しました。

■主な経歴

・元大和村長

・元甲州市収入役

9 広報こうしゅう



癒しの空間の架け橋「さくら橋」開通！
３月２６日に、ＪＲ勝沼ぶどう郷駅と甚

六桜公園を結ぶ「さくら橋」が開通しまし
た。今年も線路沿いを中心に約６００本の
桜が満開に咲き、多くの観光客らが訪れた
観光名所は、甲府盆地や南アルプスが一望
できるなど、新たな癒しの空間として訪れ
る皆さんを楽しませてくれます。

介山の法要と無事故祈願
大菩薩山開き「介山祭」

甲州市観光協会と大菩薩観光協会は、４
月１５日に雲峰寺で大菩薩山開き「介山祭」
を開きました。この介山祭は、中里介山の
小説「大菩薩峠」を峠のふもとで執筆活動
にあたったことから、昭和３１年から介山
の法要および登山者の無事故祈願を併せて
行いました。

６６３名の新一年生
期待と夢の学校生活をスタート

4月の新年度をむかえ、市内の小中学校では入学式が行
われました。今年の新１年生は小学生３０５名、中学生
３５８名の総勢６６３名の児童や生徒は「はやくお友だ
ちを作りたい」など、大きな期待に胸をふくらませ、新
しい学校生活をスタートしました。（写真：奥野田小）

開通記念のテープカット さくら橋を歩き満開の桜を楽しむ皆さん

10平成22年5月



甲州市で豪華ゲストが共演

甲
州
市
市
制
５
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
２

番
組
「
ご
き
げ
ん
歌
謡
笑
劇
団
」
の
公
開
録
画
が
４
月
７
日
に
、

市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
司
会
の
綾
小
路

き
み
ま
ろ
さ
ん
を
は
じ
め
、
北
島
三
郎
さ
ん
ら
豪
華
ゲ
ス
ト
の

共
演
に
満
員
の
観
客
は
大
き
な
声
援
を
送
る
と
と
も
に
感
動
を

し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
公
開
録
画
の
放
送
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
放
送
日
程

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
２
　
　
５
月
14
日
（
金
）
午
後
９
時
～

再
放
送
　
　
　
　
　
　
５
月
20
日
（
木
）
午
後
６
時
～

司　会　綾小路きみまろ　　 

出　演　大川良太郎

さかなクン

ゲスト 北島三郎・瀬口侑希

天童よしみ・前川 清

松居直美　 (50音順)

見事４９名が合格！
ある～くこうしゅう検定合格証授与式

甲州市交流まちづくり協議会は、４月１８日に勝沼市民会
館である～くこうしゅう検定の合格証授与式を行いました。

市内の文化や歴史、自然、生活文化などを知り、素敵な甲
州市を発見することを目的に出題された問題は１００問。そ
のうち合格ライン８０問をクリアした４９名に合格証が授与
されました。今回合格した多くの皆さんは「テキストブック
には、塩山、勝沼、大和の歴史文化がたくさん詰まっており、
久しぶりに勉強しました。合格しているか発表までハラハラ
しました」と合格証書を笑顔で眺めていました。

まちのソムリエが１１１名に拡大！

昨年誕生した８６名の「まちのソムリエ」に、検定試験の
合格者から２５名が加入し、総勢１１１名となりました。

甲州まちづくり協議会の日原佐徳会長は「検定試験やまち
のソムリエ講座を通じて学んだ知識を生かし、甲州市の魅力
を多くの方に紹介してください」と、合格者や新たなまちの
ソムリエの皆さんへ期待をこめて話しました。

授与式の後には小説家の江宮隆之が武田三代
と武田勝頼と題し特別講演を行いました。

11 広報こうしゅう



甲
州
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

甲
州
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、
行

財
政
運
営
の
健
全
化
、
効
率
化
を
推
進
す

る
た
め
、
市
長
の
諮
問
に
対
し
必
要
な
事

項
を
答
申
す
る
附
属
機
関
で
す
。

こ
の
度
、
第
３
期
の
委
員
を
選
任
す
る

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
幅
広

い
意
見
を
反
映
さ
せ
、
開
か
れ
た
市
政
を

推
進
す
る
た
め
、
甲
州
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
の
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
　
象
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
市
内
在
住
の
方

・
市
の
発
展
方
策
、
行
政
改
革
に
つ
い
て

意
見
を
有
す
る
方

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
、

平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
可
能
の
方

※
常
勤
の
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

■
定
　
員

若
干
名
（
委
員
総
数
は
10
名
程
度
）

■
任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

※
年
４
回
程
度
の
会
議
予
定

■
応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の

テ
ー
マ
に
よ
る
作
文
（
様
式
自
由
　
８
０

０
～
１，

０
０
０
字
程
度
）
を
添
付
の
う

え
、
郵
送
、
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

５
月
10
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

■
選
　
考

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た

書
類
を
基
に
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

選
考
が
終
了
次
第
、
郵
送
に
よ
り
本
人
あ

て
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
「
こ
う

し
ゅ
う
」、
甲
州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
し
ま
す
。

■
そ
の
他

申
込
書
は
提
出
先
の
窓
口
、
ま
た
は
甲

州
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。
　

・
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.koshu.ya

m
a
na

shi.jp

甲
州
市
景
観
計
画
策
定
委
員
会

甲
州
市
の
基
本
的
な
景
観
づ
く
り
の
考

え
方
、
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
た
め
に
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
甲
州
市
景
観
計
画

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
甲
州
市
景
観
計
画
策
定
審

議
会
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
　
象
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
市
内
に
在
住
す
る
方

・
甲
州
市
の
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
、
市
の
景
観
計
画
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
持
ち
の
方

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
、

平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
可
能
の
方

※
常
勤
の
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

■
定
　
員

若
干
名
（
委
員
総
数
は
15
名
以
内
）

■
任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
景
観
計
画
策
定
ま
で

（
年
４
回
程
度
の
会
議
予
定
）

■
応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の

テ
ー
マ
に
よ
る
作
文
（
様
式
自
由
　
８
０

０
～
１，

０
０
０
字
程
度
）
を
添
付
の
う

え
、
郵
送
、
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

５
月
10
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

■
選
　
考

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た

書
類
を
基
に
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

選
考
が
終
了
次
第
、
郵
送
に
よ
り
本
人
あ

て
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
「
こ
う

し
ゅ
う
」、
甲
州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
し
ま
す
。

■
そ
の
他

申
込
書
は
提
出
先
の
窓
口
、
ま
た
は
甲

州
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。
　

・
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.koshu.ya

m
a
na

shi.jp

甲
州
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
と
甲
州

市
景
観
計
画
策
定
委
員
会
の
募
集
の
お

問
い
合
わ
せ
な
ど

■
提
出
先
（
持
参
の
場
合
）

・
政
策
秘
書
課
　
　
　
政
策
調
整
担
当

・
勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

・
大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

◆
郵
送
・
お
問
合
せ
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
４
０
番
地

甲
州
市
役
所

政
策
秘
書
課
　
政
策
調
整
担
当

☎
32
‐
５
０
６
４

甲
州
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
、

甲
州
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
作
文
の
テ
ー
マ
■

甲
州
市
の
行
政
改
革
に
関
す
る
私
の
意
見

■
作
文
の
テ
ー
マ
■

甲
州
市
の
景
観
に
関
す
る
私
の
意
見

５月６日（木）～
６月７日（月）

文化協会書道部による作品を展示い
たします。

※展示内容・期間につきましては、

変更になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー
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平
成
22
年
10

月
１
日
は
全
国

一
斉
に
「
平
成

22
年
国
勢
調

査
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
「
統
計

法
」
に
基
づ
き
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全

て
の
方
を
対
象
に
行
う
大
規
模
な
統
計
調

査
で
あ
り
、
大
正
９
年
以
来
５
年
ご
と
に

行
わ
れ
、
今
年
は
19
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
の
最
も
基
本
と
な
る

統
計
調
査
で
あ
り
、
各
種
施
策
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

甲
州
市
で
は
、
国
勢
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
　
象

・
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

・
選
挙
関
係
お
よ
び
徴
税
・
警
察
に
直
接

関
係
の
な
い
方

・
秘
密
の
保
護
に
関
し
て
信
頼
の
お
け
る
方

・
甲
州
市
内
に
在
住
し
、
居
住
地
区
周
辺

の
地
理
に
詳
し
い
方

■
調
査
員
の
身
分

非
常
勤
の
国
家
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

任
命
期
間
は
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
の
２
ヶ
月
間
で
す
。

■
主
な
仕
事

・
調
査
員
事
務
の
打
合
せ
会
に
出
席

※
９
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
調
査
地
区
の
確
認
と
「
調
査
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
」
の
配
布

※
９
月
20
日
～
22
日
ま
で

・
調
査
票
の
配
布
、
回
収

※
約
８
０
～
１
０
０
世
帯

９
月
23
日
～
10
月
26
日
ま
で

・
受
け
持
ち
調
査
区
の
調
査
区
地
図
の
作
成

・
調
査
世
帯
一
覧
の
作
成

・
調
査
票
の
提
出
　
※
10
月
下
旬

■
報
　
酬

国
の
基
準
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。
調

査
区
数
、
世
帯
数
に
よ
り
報
酬
額
が
異
な

り
ま
す
。

■
応
募
方
法

甲
州
市
役
所
市
民
生
活
課
お
よ
び
各
地

域
総
合
局
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
５

月
31
日
（
月
）
ま
で
に
、
市
民
生
活
課
ま

た
は
各
地
域
総
合
局
地
域
振
興
課
ま
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の

場
合
や
、
調
査
員
と
し
て
適
正
で
な
い
と

判
断
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
任
命
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

平
成
22
年
国
勢
調
査
の
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

やる気のある人を応援します！
空き店舗利用者に補助金を交付
甲州市では、商店街の活性化

と活力あるまちづくりのため、
空き店舗を利用した事業者に補
助金を交付します。補助金の交
付については、平成２２年度に
着手する新規事業者が対象です
が、事前に認定を受ける必要が
必要がありますので、必ずご相談ください。
■対象事業者・条件内容

塩山駅前や中央通りなどの商業地域で３０
㎡程度以上の事業用面積を有し、２年以上の
営業が見込まれる小売業および飲食業（風俗
営業は除く）または多目的に利用可能なコミ
ュニティ施設など商店街にとって、有益な事
業を実施する者。
※このほか、市で定めた要綱の趣旨に合致し
ない事業者には補助できない場合があります
のでご了承ください。
■補助限度額（補助率２分の１）
・新規事業に係る建物改修費など　５０万円
・店舗賃借料　　月額５万円（１年間のみ）

◆申込み・お問合せ先
産業振興課　ワイン商工担当
☎４４‐１２０５

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

甲
州
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会

ＣＡＴＶ食育番組
野菜・果物をつくっておいしく食べるじゃん

今月の番組表は次のとおりです。
ぜひご覧になってください。

■５月の放映内容 「甲州市食育テーマソング『ぱきぱ
きマンの歌』ができたよ！」

・勝沼CATV 5月24日（月）～5月30日（日）

・峡東CATV 5月28日（金）～5月31日（月）
※詳細はお住まいの地域のCATVに確認してください。

◆甲州市食育推進会議事務局◆
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犬
の
飼
い
主
は
「
甲
州
市
飼
い
犬
等
飼

養
管
理
条
例
」
に
よ
り
、
飼
い
犬
を
適
正

に
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
飼
い
主
と
し
て
の
心
が
け

・
犬
の
放
し
飼
い
は
、
飼
い
主
の
知
ら
な

い
所
で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
農

作
物
等
に
も
危
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
犬
を
夜
間
、
早
朝
に
放
す
こ
と
も
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
糞
の
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
す
る

な
ど
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
始
末
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
飼
い
犬
の
首
輪
は
ゆ
る
い
と
す
り
抜
け

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
点
検
し
、
リ
ー
ド

の
調
整
も
し
て
く
だ
さ
い
。
首
輪
に
は
鑑

札
、
注
射
済
票
、
名
札
、
連
絡
先
等
が
あ

れ
ば
も
し
も
の
時
に
役
立
ち
ま
す
。

■
迷
子
犬
に
つ
い
て

最
近
、
迷
子
犬
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。
何
日
か
す
る
と
帰
っ
て
来
る
？
そ
ん

な
安
易
な
事
を
考
え
ず
、
す
ぐ
対
策
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
付
近
や
近
所
や
散
歩
コ
ー
ス
等
を

名
前
を
呼
ん
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

・
も
し
か
し
た
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

・
環
境
政
策
課
、
勝
沼
・
大
和
の
各
地
域

総
合
局
、
ま
た
は
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

猫
は
放
し
飼
い
が
一
般
的
で
す
が
、
飼

い
主
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
何
を
し

て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

・
野
良
猫
と
の
区
別
を
す
る
た
め
首
輪
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
事
故
防
止
、
寄
生
虫
・
感
染
症
予
防
の

た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

・
飼
い
猫
以
外
の
猫
に
は
エ
サ
を
与
え
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
エ
サ
を
目
当
て

に
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
糞
尿
の
臭
い
、

発
情
期
の
鳴
き
声
、
子
猫
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
ご
近
所
へ
迷
惑
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
不
妊
去
勢
手
術
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
合
せ
先

環
境
政
策
課
　
☎
33
‐
４
４
０
４

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

峡
東
保
健
所
　
衛
生
課

☎
20
‐
２
７
５
１

「
日
中
の
気
温
40
度
、
朝
晩
30
度
」
ア
フ

リ
カ
の
高
地
の
１
日
気
温
差
で
す
。
厳
し

い
自
然
の
中
、
内
線
等
に
よ
り
家
を
失
う

過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ア
フ
リ

カ
の
人
々
に
と
っ
て
、
毛
布
は
寒
さ
を
し

の
ぐ
「
コ
ー
ト
」
や
「
じ
ゅ
う
た
ん
」、
直

射
日
光
を
さ
え
ぎ
る
「
屋
根
」
に
も
な
る

の
で
す
。

１
枚
の
毛
布
が
、
生
き
て
い
く
力
に
な

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
駐
車
場

※
こ
ん
な
毛
布
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

・
穴
が
あ
い
た
毛
布
や
破
れ
て
い
る
毛
布

・
綿
毛
布
や
ベ
ビ
ー
毛
布

（
サ
イ
ズ
が
著
し
く
異
な
る
毛
布
）

・
毛
布
以
外
の
も
の

（
古
着
、
こ
た
つ
掛
け
布
団
な
ど
）

・
使
用
さ
れ
た
毛
布
は
洗
濯
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運
動
山
梨

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
６
７
２
２

犬
・
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

お
願
い

ＪＲ塩山駅エレベーター
設置工事が始まります！

今年度、バリアフリー化事業とし

て東日本旅客鉄道株式会社によりＪ

Ｒ塩山駅の構内に、ホーム乗降用エ

レベーターを設置する工事が始まり

ます。工期内は工事に伴い、車両等

が駅南口広場を使用する予定です。

ご利用者また市民の皆様のご理解と

ご協力をお願いします。

なお工程等の詳細が決まり次第、広報等でお知らせします。

◆お問合せ先　都市整備課　公園・道路担当

☎３２‐５０７２

勝沼中央公園
グラウンドの利用について

本年度、勝沼中央公園のグラウ

ンド改修工事が予定されていま

す。これにより、５月上旬から９

月上旬までの間、グラウンドの使

用ができなくなります。皆様のご

理解とご協力をお願いします。

◆お問合せ先　都市整備課　公園・道路担当

☎３２‐５０７２

ア
フ
リ
カ
毛
布
を
お
く
る
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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甲州市は市税の徴収を強化しています　
山梨県地方税滞納整理推進機構と連携
して差押え等の処分を強化しています

悪質な滞納は
絶対に許しません

大多数の市民の方には、市税を納期限内に自
主的に納めていただいております。しかし、再
三の催告にも納付に応じない滞納者に対しまし
ては、税負担の公平性を確保するため、やむを
得ず法律に基づき強制的に給与、不動産、自動
車、預貯金、生命保険等の財産の差押えを執行

し、その財産をイン
ターネット公売など
により換価し、滞納
税額に充てておりま
す。また、場合によ
っては、職員が滞納
者の自宅等を法律に
基づき強制的に捜索
して、発見した財産
を差押え、搬出する
ことも行っておりま
す。

自動車の差押え例
（タイヤロックによる運行禁止措置）

毎月延滞金納付書
を送付しています

甲州市では市民サービス等を実施するのに欠かす

ことのできない貴重な自主財源である市税収入の適

正な確保を目的として市税の収納強化に努めており

ます。法令に基づく市税の延滞金につきましても税

負担の公平性の観点から平成２１年４月から適正な

徴収を図っています。

延滞金は、滞納されていた本税が納付されますと

確定延滞金となり納付義務が発生します。甲州市で

は延滞金納付書を送付し、この確定延滞金の請求を

行っています。

延滞金を発生させないために納期内の納税をお願

いいたします。また、支払い忘れ等を防止するため

甲州市の口座振替サービス等のご利用をお勧めいた

します。

延　滞　金 
納期限までに税金が完納されない場合には、納
期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、税
額に次の割合を乗じて計算した延滞金が発生し
ます。
○納期限の翌日から１ケ月を経過する日まで

→　年 ４．３％
○１ケ月を経過した日以降　→　年１４．６％

納期限内に納税できない方
は納税相談にお越し下さい
災害や病気等の事情により、納期限内に全額を納

められない場合には、徴収の猶予などの制度があり

ます。ただし、生活状況や財産の取得状況などを申

告していただき、調査の結果、要件に該当した場合

に適用されます。

コンビニで納付できます！
■取り扱える税金の種類

市・県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車

税、国民健康保険税

■必要なもの

納税通知書

※コンビニ収納用のバーコードが印刷されたもの

■取り扱いのできる主なコンビニエンスストア

セブンイレブン、ファミリーマート、デイリース

トア、ローソン、エーエム・ピーエム、エブリワン

ＭＭＫ設置店、くらしハウス、ココストア、サーク

ルＫサンクス、スリーエフ、生活彩家、セイコーマ

ート、ミニストップ　など

◆納税相談窓口

収納課　☎３２‐５０７４

内線１４８、１５６、１５７、１５８

午前８時３０分～午後５時３０分
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甲
州
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
大

菩
薩
峠
登
山
競
走
大
会
」
と
「
ぶ
ど
う
郷

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
２
大
会
が
、
甲
州
市

合
併
５
周
年
記
念
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
大
会
は
10

月
の
開
催
で
、
大
菩
薩
、
ぶ
ど
う
郷
、
パ

ノ
ラ
マ
、
ワ
イ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
多
彩

な
５
コ
ー
ス
。
多
く
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
者

や
愛
好
家
、
お
子
様
か
ら
高
齢
者
の
方
ま

で
が
秋
の
甲
州
市
を
楽
し
く
満
喫
で
き
、

そ
し
て
末
永
く
愛
さ
れ
る
大
会
を
目
指
し

ま
す
。

そ
こ
で
、
本
大
会
及
び
甲
州
市
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
親
し
み
や
す

い
大
会
名
称
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

■応募規定

①名称の条件

ア、名称は、漢字・ひらがな・カタカナまたは英数字

で標記。

イ、名称には「甲州・こうしゅう・コウシュウ・ＫＯ

ＳＨＵ」のいずれか１つと「マラソン大会」の文

言を必ず入れてください。

②応募点数　　１人１点とします。

③著作権　　　採用された名称の著作権は、大会実行

委員会に帰属するものとします。

◆応募締切　　　５月１０日（月）「当日消印有効」

◆応募方法　　　次の事項を明記し、ハガキ・ＦＡＸ、　　　　　

またはメールで応募してください。

①応募名称（ふりがな）および理由

②氏名　③郵便番号・住所　④電話番号　　　　　　

⑤年齢　⑥職業　⑦メールアドレス（メール応募のみ)　　　　　　　　　

◆賞　　品　採用された名称の応募者に表彰状と記念品

を贈呈します。なお、同名の応募者が複数

の場合は抽選とします。

◆応募・お問合せ先

〒４０９‐１２９８

山梨県甲州市大和町初鹿野１６９３‐１

甲州市役所 観光交流課内 新マラソン大会準備事務局

☎４８‐２１１１　ＦＡＸ４８‐２０２４

メール　ka n k o u@ c i t y . k o s h u . l g . j p

甲
州
市
文
化
協
会
、
山
野
草
・
小
物
盆

栽
部
に
よ
る
展
示
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
１
年
、
部
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

品
々
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
14
日
（
金
）

正
午
～
午
後
５
時

５
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

５
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
主
　
催

甲
州
市
文
化
協
会

山
野
草
・
小
物
盆
栽
部

◆
お
問
合
せ
先

山
野
草
・
小
物
盆
栽
部
（
望
月
）

☎
33
‐
４
８
０
７

本
賞
は
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体
お
よ

び
民
間
の
緑
化
団
体
等
か
ら
緑
化
プ
ラ
ン

を
募
集
し
、
優
秀
プ
ラ
ン
を
表
彰
す
る
と

と
も
に
緑
化
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
、
資
金

助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
緑
化

へ
の
着
想
と
具
体
的
な
緑
化
事
例
を
普
及

す
る
と
同
時
に
、
環
境
と
共
生
す
る
都
市

緑
化
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。
募
集
に

つ
い
て
は
、
応
募
対
象
お
よ
び
応
募
条
件

が
あ
り
、
応
募
締
切
日
は
８
月
20
日
（
金)

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
緑
の
環
境
デ
ザ

イ
ン
賞
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

財
団
法
人
都
市
緑
化
基
金
内

「
緑
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
賞
」
事
務
局

☎
０
３
‐
３
２
３
５
‐
８
０
６
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.u

rb
a
n
-g

re
e
n
.o

r.jp

メ
ー
ル

m
id

o
ri-in

fo
@

u
rb

a
n
-g

re
e
n
.o

r.jp

■
日
　
時

５
月
20
日
（
木
）
～
６
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
土
曜
、
日
曜
を
除
く

■
会
　
場

・
山
梨
県
果
樹
園
芸
会
（
山
梨
市
江
曽
原)

・
東
山
梨
地
域
の
各
農
場

■
対
象
者

概
ね
60
歳
台
前
半
層
を
中
心
と
す
る
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

■
受
講
料
　
無
料
　
　
■
定
　
員
　
20
名

■
締
切
日
　
５
月
10
日
（
月)

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ

（
社)

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
塩
山
事
務
所
　
☎
32
‐
４
１
１
０

（
社)

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

山
野
草
・
小
物
盆
栽
の
展
示
会

第
21
回
「
緑
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
賞
」

の
応
募
等
に
つ
い
て

名称募集
甲州市 新マラソン大会

親しみやすい名称を
お寄せください！！

果
樹
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会
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塩
山
の
恵
林
寺
を
開
い
た
夢
窓
国
師
が
、

国
師
ヶ
岳
を
開
山
の
と
き
に
修
行
し
た
山

と
伝
わ
る
乾
徳
山
。
新
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
な
が
ら
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
よ
う
！

■
日
　
時
　
５
月
16
日
（
日
）

■
場
　
所
　
乾
徳
山
　(

２，

０
３
１
Ｍ)

■
集
　
合

午
前
７
時
30
分
ま
で
に
塩
山
体
育
館
前

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
一
般

■
定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
）

■
締
切
日
　
５
月
12
日
（
水
）
ま
で

◆
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
塩
山
体
育
館
内)

☎
32
‐
１
１
１
６

■日　時　5月13日、20日、27日

6月３日（毎週木曜日　計４回）

■場　所　アポロゴルフレンジ３階

（山梨市小原西）

■講　師　星野桂一プロ（春日居ゴルフ倶楽部）

■資　格　市内在住、在勤者

■参加料　４５００円

■対　象　ゴルフを今から始めようと思っている方　　

ゴルフをはじめて間もない方

■定　員　３０名（先着順）

■締切日　５月１２日（水）まで

■その他

左利き用の打席も用

意しています。

◆お問合せ先

甲州市教育委員会　

スポーツ振興課

（塩山体育館内)

☎３２‐１１１６

甲州市
初心者
ゴルフ教室

甲
州
市
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

山
梨
百
名
山
・
乾
徳
山
を
楽
し
む

Ｇ
Ｗ
は
、
し
ゃ
か
ど
う
で
楽
し
も
う

ど
ぐ
う
作
り

■
日
　
時
　
５
月
４
日
（
火)

、
５
日
（
水)

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～

午
後
の
部
　
午
後
２
時
～

■
定
　
員
　
各
30
名
（
要
申
込
み
）

■
材
料
費
　
２
０
０
円

き
ら
り
！
コ
ハ
ク
で
ま
が
玉
作
り
　

■
日
　
時
　
５
月
15
日
（
土
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～

午
後
の
部
　
午
後
２
時
～

■
定
　
員
　
各
20
名
（
要
申
込
み
）

■
材
料
費
　
８
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
一
宮
太
鼓
　
演
奏
会

■
日
　
時

５
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

■
参
加
費
　
無
料

企
画
展
「
祈
り
の
ま
な
ざ
し
‐
土
偶
　

大
英
博
物
館
帰
国
展
」

愛
ら
し
い
表
情
に
こ
め
ら
れ
た
、
縄
文

時
代
の
人
々
の
祈
り
に
触
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■
期
　
間
　
５
月
31
日
（
月
）
ま
で

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
」

小
学
生
利
用
券
で
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

市
内
在
住
の
小
学
生
は
「
利
用
券
」
の

提
示
で
、
本
人
と
ご
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
釈
迦
堂
を
楽

し
く
ご
利
用
い
た
だ
き
な
が
ら
応
援
し
て

く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費

１，

０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

■
日
　
時
　
５
月
18
日
（
火
）
※
雨
天
中
止

■
集
　
合
　

・
現
地
ま
で
送
迎
希
望
の
方

午
前
８
時
30
分
　
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
北
口

・
現
地
集
合
で
き
る
方

午
前
９
時
上
日
川
峠(

ロ
ッ
ヂ
長
兵
衛
前)

■
実
施
コ
ー
ス

『
大
菩
薩
峠
』
コ
ー
ス

標
準
所
要
時
間
　
約
３
時
間
30
分

『
石
丸
峠
』
コ
ー
ス

標
準
所
要
時
間
　
約
５
時
間

『
丸
川
峠
』
コ
ー
ス

標
準
所
要
時
間
　
約
５
時
間
30
分

■
定
　
員
　
各
コ
ー
ス
50
名

■
参
加
料
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
保
険
料
・
大
菩
薩
の
湯
入
浴
料
他

■
送
迎
料
　
２，

０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
お
帰
り
は
大
菩
薩
の
湯
ま
で

■
締
切
日
　
５
月
13
日
（
木
）
ま
で

■
申
込
方
法

電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
連
絡
先
、
参
加
コ
ー
ス
な
ど

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
　

観
光
交
流
課

☎
48
‐
２
１
１
１

FAX
48
‐
２
０
２
４

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

大
菩
薩
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
新
緑
編

開
催
の
お
知
ら
せ
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各
地
区
を
巡
回
す
る
検
診
車
で
の
集
団

検
診
を
次
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

６
月
９
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

大
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

６
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

大
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他

・
６
月
９
日
の
検
診
日
は
、
40
歳
未
満
の

方
に
医
師
の
視
触
診
と
超
音
波
（
エ
コ
ー
）

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
40
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
全
日
程
で

医
師
の
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
し
こ
り
等
の
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、

こ
の
検
診
で
は
な
く
専
門
外
来
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
の
地
域
で
も
９
月
以
降
に
検
診

車
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
広
報
「
こ
う
し
ゅ
う
」
９

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

健
康
増
進
課
、
ま
た
は
勝
沼
・
大
和
地

域
総
合
局
の
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
期
間
は
検
診
日
の
前
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
検
診

日
当
日
の
申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

受
診
票
と
自
己
負
担
金
（
８
０
０
円
）

■
定
　
員
　
25
名
（
先
着
順
）

◆
お
問
合
せ
先

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
８
１
１

平
成
21
年
10
月
よ
り
、
離
職
者
で
あ
っ

て
就
労
能
力
及
び
就
労
意
欲
の
あ
る
方
の

う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
を
対
象
と

し
て
、
６
ヶ
月
間
を
限
度
と
し
て
住
宅
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
手
当
て
は
、
住
宅
確
保
や
就
労
支

援
員
に
よ
る
就
労
支
援
等
を
実
施
と
同
時

に
、
住
宅
お
よ
び
就
労
機
会
の
確
保
に
向

け
た
支
援
と
し
て
の
取
り
組
み
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
手
当
て
の
支
給
額
は
地
域
ご
と
に
上
限

額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
（
生
活
保
護
の
住
宅

扶
助
特
別
基
準
に
準
拠)

住
宅
手
当
の
支
給
対
象
者

支
給
申
請
時
に
、
次
の
要
件
全
て
に
該

当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
方

②
離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃
金

を
得
て
主
と
し
て
世
帯
の
生
計
を
維
持
し

て
い
た
方
、
ま
た
は
離
職
に
よ
り
世
帯
主

に
な
る
方

③
就
労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意
欲
が
あ

り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み

を
行
う
方

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
喪

失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

※
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
は
、
次
の

⑤
及
び
⑥
の
要
件
に
該
当
し
、
賃
貸
住
宅

等
に
入
居
し
て
い
る
方

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
。
一
時
的

な
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
計
を
一
と

す
る
同
居
の
親
族
の
収
入
の
合
計
が
次
の

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

・
単
身
世
帯

月
　
収
　
８
４，

０
０
０
円
＋
家
賃
額

・
二
人
世
帯

月
　
収
　
１
７
２，

０
０
０
円

⑥
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の
預
貯

金
の
合
計
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

・
単
身
世
帯
　
　
　
　
５
０
万
円

・
複
数
世
帯
　
　
　
１
０
０
万
円

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対
す
る
雇

用
施
策
に
よ
る
貸
付
又
は
給
付
（
就
職
安

定
資
金
融
資
、
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
、

自
治
体
が
実
施
す
る
類
似
の
貸
付
又
は
給

付
等
を
受
け
て
い
な
い
方
。

な
お
、
手
当
支
給
期
間
中
は
、
常
用
就

職
に
向
け
た
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

福
祉
介
護
課
　
☎
33
‐
５
０
７
３

検
診
車
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
（
完

全
予
約
制
）
に
つ
い
て

平成22年度
乳幼児集団予防接種（ポリオ）

●前期日程●
■対　象　生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満
■期日・受付時間・会場

5月13日（木）午後１時～１時３０分
塩山保健福祉センター

5月18日（火）午後１時～１時３０分
塩山保健福祉センター

5月25日（火）午後１時～１時３０分
勝沼ふれあい保健センター

5月28日（金）午後１時～１時３０分
塩山保健福祉センター

■接種種別　ポリオ
■期　　別　１回目、２回目
■対象地区　全市

※どちらの会場でも接種は受けれます。
■接種する時の注意事項
・前夜の体温を必ず測りましょう。
・お子さんの体調が良い時に接種しましょう。
・「予防接種と子どもの健康」の冊子をよく読んで理

解して受けましょう。
・下痢をしている場合は延期をしましょう。
◆お問合せ先

健康増進課　保健予防担当　☎３２‐５０１４

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
に

つ
い
て

18平成22年5月



人間ドック健診
■対　象

甲州市国民健康保険加入者で、昭和１６年４月

１日から昭和５１年３月３１日生まれの方（平成

２２年度中に３５歳から６９歳を迎える方)

※ただし次の方々は受診できません。

・総合健診を受診した（する）方

・前年度に市の人間ドックを受診された方

■実施医療機関

塩山市民病院、山梨厚生病院、加納岩総合病院、

勝沼病院、ＪＡ山梨厚生連

■内　容

一般検査（身体計測・血圧測定等）、尿、便検査、

血液検査、心電図、胸部レントゲン、胃内視鏡

（又はレントゲン）、耳鼻科、超音波検査、眼科

（眼底・眼圧・視力）

※女性のみ；乳がん検診、子宮がん検診、骨粗鬆

症検診

■自己負担金

１人につき２０，０００円を市から補助し、実

際にかかった費用から２０，０００円を引いた金

額が個人負担金となります。（個人負担金は、受診

する医療機関にお支払いください）

■定　員　６００名（先着順）

■申込期間

５月１１日（火）～平成２３年２月２５日（金）

■申込方法

健康増進課、または勝沼・大和地域総合局の窓

口で受診票を発行します。発行後に希望する医療

機関へ受診日を予約してください。　

乳がん検診
■対　象

甲州市に住民票がある原則４０歳以上の女性の

方（２０～３９歳も申し出により受診可能）

■実施医療機関

塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、加納

岩総合病院

■内　容

原則として、３９歳以下は、医師の視触診と乳

房超音波検査です。４０歳以上は、医師の視触診

とマンモグラフィーです。

■自己負担金 800円

※実際にかかる費用　６，８２５円

※市が負担する費用　６，０２５円

■申込期間　平成２３年３月３１日（木）まで

■申込方法

健康増進課、または勝沼・大和地域総合局の窓

口で受診票を発行します。上記実施医療機関で受

診してください。

子宮(頸部)がん検診
■対　象

甲州市に住民票がある原則２０歳以上の女性の方

■実施医療機関

山梨県内の指定医療機関

■内　容

頸部がん検診（受診票での検診は頸部がん検診

が対象となります）また体部がん検診は、個人負

担となります。

■自己負担金 1 , 100円

※実際にかかる費用　７，２２０円

※市が負担する費用　６，１２０円

■申込期間

平成２３年３月３１日（木）まで

■申込方法

健康増進課、または勝沼・大和地域総合局の窓

口で受診票を発行します。山梨県の指定医療機関

で受診してください。　

歯周疾患検診
■対　象

甲州市に住民票がある原則20歳以上の方

■実施医療機関

山梨県歯科医師会加入の医療機関

■内　容

現存歯、消失歯、歯肉の状態

■自己負担金 600円

※実際にかかる費用　４，２２７円

※市が負担する費用　３，６２７円

■申込期間　平成２３年３月３１日（木）まで

■申込方法

健康増進課、または勝沼・大和地域総合局の窓

口で受診票を発行します。山梨県歯科医師会加入

医療機関で受診してください。

◆お問合せ先
健康増進課　　保健予防担当
☎３２‐５０１４
勝沼地域総合局　市民福祉課
☎４４‐１１１１
大和地域総合局　市民福祉課
☎４８‐２１１１
塩山保健福祉センター　☎３３‐７８１１

◆お問合せ先
健康増進課　保健予防担当 ☎３２‐５０１４
勝沼地域総合局　市民福祉課
☎４４‐１１１１
大和地域総合局　市民福祉課
☎４８‐２１１１
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
（
水
曜
日
）
午
後
５
時
30
分
～
７
時

５
月
12
日
、
19
日
、
26
日
、
６
月
２
日

◎
（
土
曜
日
）
午
後
１
時
～
４
時

５
月
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

６
月
５
日

◆
場
所
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
原
寛
氏
　
　
　
　
　
FAX
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏
（
肢
体
）
☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
FAX
33
‐
２
３
０
７

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
来
所
で

き
な
い
方
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み

５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

■
日
　
時

５
月
19
日
（
水
）
午
前
11
時
～

■
集
　
合

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
表
駐
車
場

午
前
11
時
ま
で
に
集
合

■
内
　
容

お
花
見
（
会
員
宅
）
・
施
設
見
学

■
対
　
象

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方

そ
の
他
会
員

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
務
省
大
臣
か
ら
４
月
１
日
付
け
で
、

次
の
方
に
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を
さ
れ

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
　
※
敬
称
略

・
金
子
　
進
　
　
（
上
萩
原
）

・
中
村
　
光
　
壽
（
竹
　
森
）

・
古
屋
　
美
代
子
（
赤
　
尾
）

・
西
矢
　
惠
太
郎
（
菱
　
山
）

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

介
護
の
会
「
四
つ
葉
の
会
」

例
会
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

無料法律相談
■日　時　5月18日（火）午後１時～５時
■場　所　本庁舎　２階　第２会議室
■対　象　市内在住者
■定　員　８名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は完全予約制です。５月６日

（休祭日を除く）から予約を受け付けます。
◆申込み・お問合せ先

市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

６月１日は「人権擁護委員の日」です

特設人権相談所開設
■日　時　6月4日（金）午前１０時～午後３時
■場　所　恩賜林記念会館　　２階　和室

勝沼防災センター　２階　Ａ会議室
（勝沼庁舎敷地内）

大和ふるさと会館　２階　研修室３　　　　
（大和庁舎敷地内）

■相談員　人権擁護委員
■相談内容

いじめ、親族間トラブル、差別、配偶者からの暴
力児童虐待、ストーカーなど人権に関わる相談等
※相談は無料で秘密は固く守られます。
◆申込み・お問合せ先

市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

20平成22年5月

不動産無料相談

■日時　5月20日（木）

午後１時～５時

■場所　杜の交流館

（峡東森林組合）

☎３３‐２９０１

◆申込み・お問合せ先

㈳山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００



温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方から、ご寄付をいただきました。

◎甲州市社会福祉協議会へ
・塩山北小学校児童会　歩行器２台ほか寄付金
・雨宮　栄子さん　(下萩原)
・萩原　清次さん　(中萩原)
・雨宮　由智さん　(上岩崎)
・小尾　俊二さん　(山)
・辻　　賢一さん　(山)

回収します！
あたなの家の古い電話帳
ＮＴＴ東日本では、地域環境保護や資源の有効

活用のため「古い電話帳から新しい電話帳へ」の

考えのもと、古い電話帳のリサイクルを積極的に

推進をしています。

新しい電話帳を各ご家庭に６月中にお届けしま

すので、その際には古い電話帳を配達員へお渡し

下さい。

ご不在等で古い電話帳を回収できなかったお客

様については、改めて回収にお伺いしますで、ご

連絡いただきますようお.願いします。

◆お問合せ先

タウンページセンター　フリーダイヤル番号

☎０１２０‐５０６‐３０９

４月から６月の春山シーズンには県内外から数
多くの登山者が訪れることが予想されます。
それに伴い、山岳遭難の発生も懸念されます。
登山をなさる方は事前の準備や登山中の危険防止
に十分注意を払うことが必要です。

★経験や体力に応じた山を選びましょう
★無理のない日程を組みましょう
★できるだけ単独登山は避けてください
★ 無理だと思った時には「引き返す勇気」を！
◎万が一の捜索や救助活動に備え、入山の１０日
位前を目途に管轄警察署に「登山計画書」を提出
して下さい。

春山シーズン到来！

安全で楽しい
登山をするためには

春先は林野火災が
各地で多発する季節です！

・枯れ草などのある火災が起こりやすい場所
では、焚き火をしないこと。

・焚き火など火気の使用後、その場所を離れ
るときは完全に消化をすること。

・強風時および乾燥時には、焚き火、火入れ
をしないこと。

・たばこは指定された場所で喫煙し、吸いが
らは必ず消すとともに投げ捨てないこと。

◆甲州市・塩山消防署◆

「いつも通っている道」でも・・・
ゴールデンウィークの交通事故防止
ゴールデンウイーク中
は市外や県外からの観
光客が増え、交通事故
の危険が高くなりま
す。「慣れた道」でも、
交差点での出会い頭な
どはいつも以上に注意
を払って運転して下さい。

また、ゴールデンウイーク中はどの道も混雑が
予想されます。気持ちと時間に余裕を持って安全
で楽しいお出かけを！
◆道路交通情報のお問合せ先

日本道路交通情報センター
☎０５５‐２３２‐５０００
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ハイキングはルールを守って
みんなで登山を楽しく

過ごしてください
甲州市では、ゴールデンウィークに市内を訪れ

るハイカーへ「入山する際はルールを守ってくだ

さい」とチラシを配布し、山火事防止のPRを行っ

ています。

山
火
事
防
止
の
チ
ラ
シ

を
配
布
し
呼
び
か
け
る

田
辺
市
長



有料広告

22平成22年5月

住基カード無料で取得できます
◇詳しいお問合せ先

市民生活課　☎32-2111（代表）
　　　　　　☎32-5061（直通）



第１７回子ども図書館ギャラリー企画展

小林さちこ氏
ペーパーファンタジーの世界
『小林さちこさんは、紙を素材にして作品を作

り続けている作家です。紙を切ったり、丸めた

りして、台紙に貼り込んでいくという一見単純

な作業から、独自の技法により立体的な絵がで

きていきます。』※山梨日日新聞２００５年より

抜粋

今回は、いろいろなお話の世界をペーパーレ

リーフでご案内します。どんな世界がまってい

るのか、親子で一緒にのぞきに来てください！

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

塩山図書館
蔵書点検終了のお知らせ

休館中はご不便をおかけしましたが、ご理解
とご協力ありがとうございました。

期間中、資料の確認作業や書架スペースの調
整・資料の移動などの作業を行いました。詳し
い移動の内容ついては、館内にてお知らせして
あります。図書館の資料は大切な財産です。よ
り多くの方が利用できるよう、ルールを守って
皆で気持ちよく使っていきましょう。

●塩山図書館蔵書数（H２２.３.３１現在）
図書資料およびＡＶ資料数合計
塩山図書館　　　　　１０６，６９６点　　　　
甘草屋敷子ども図書館　　５，４４１点

臨時休館のお知らせ
勝沼図書館

6月1日（火）から14日（月）まで蔵書点検
作業のため休館させていただきます。

塩山図書館および大和図書館

6月8日（火）は図書館システム入替え作業
のため臨時休館させていただきます。

2010年は・・・
国民読書年！！

「読書への国民の意識は再び高まりつつある。こ
の気運を更に高め、真に躍動的なものにしてい
くため、２０１０年を新たに「国民読書年」と
定めたいと思う。」

※『国民読書年に関する決議』より勝沼図書館　手話による読み聞かせ
まーの・あ・まーの おはなし会
●日　時　5月15日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

●場　所　勝沼図書館　児童コーナー

●対　象　きこえない子どもたち、手話の読み

きかせに興味のある子どもたち

●絵　本　『おにぎり』福音館書店

平山英三／文　　平山和子／絵

『ルラルさんのじてんしゃ』ポプラ社

いとうひろし／作

５月～９月末まで

甘草屋敷子ども図書館

にて開催！

ニ
ル
ス
の

不
思
議
な
た
び

「じゃあ、読もう。」
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心身共に、たくましく、心の
優しい人になってください。兄
弟仲良くね。２人の成長が楽し
みです。

父・雅人さん、母・和美さん
（下於曽）

いつも元気いっぱいのココ
とニーナ!! これからもずっと
仲良し姉妹でいてね。

父・良さん、母・由加さん
（西広門田）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
22
年
５
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
総
務
企
画
部

政
策
秘
書
課

広
聴
・
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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いつも仲良しの２人。ママと
パパは２人が大好きです。たく
さん食べて、たくさん遊んで元
気に育ってね！

父・勝利さん、母・梨乃さん
（熊野）

優しいお兄ちゃんと、おて
んばな妹。これからもすくす
く大きくなってね。

父・将人さん、母・桂さん
（上於曽）

いつも元気いっぱいの姉妹。
これからも、いっぱい遊んで、
いっぱい食べて、大きくなぁれ
♪２人の笑顔が大好きです♡

父・公二さん、母・亜季子さん
（下塩後）

明るく元気な子でいてね！

父・文一さん、母・洋美さん
（下塩後）

雨宮
あめみや

蒼生
そうい

くん(５歳)

碧
あおい

ちゃん(２歳)

勝村
かつむら

美月
るな

ちゃん(５歳)

亜美
あみ

ちゃん(２歳)

薬袋
みない

瑚子
ここ

ちゃん(５歳)

仁奈
にいな

ちゃん(３歳)

若月
わかつき

煌心
こうが

くん(５歳)

琉羽
りゅうと

くん(２歳)

古屋
ふるや

渓将
けいしょう

くん(９歳)

葵衣
あおい

くん(５歳)

勝村
かつむら

友貴
ゆき

ちゃん
(５歳)


